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例言

1.本書は、平成 10年度に財団法人東大阪市文化財協会 (以下協会)が、栄

和商事有限会社からの委託を受けて実施した、学生寮建設工事に伴う小

若江遺跡第 2次発掘調査の結果報告である。

2,現地調査は、平成 10年 6月 3日 から平成 10年 8月 5日 まで実施した。

3.調査は、池崎智詞が担当した。現地調査には、調査補助員として梶浦泰

久・山村然三・西村和広 らが参加し、本書作成には、梶浦泰久・山村然

三・西村和広・組島慎也 。根来磨由美らが参加した。

4.本書は池崎智詞が執筆編集 した。

5.本書の遺構写真および遺物写真の撮影は池崎が行つた。

6.調査地の基準点測量は、株式会社ワール ドに委託して行った。

7.現地調査に際して、栄和商事有限会社取締役大儀和子氏および、有限会

社高田工務店に御協力頂いた。記して御礼申し上げます。

8,今回掲載した遺構平面図・断面図のトレース作業は、すべてコンピュー

タ上で行った。
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I.は じめ に

小若江遺跡は、近畿大学附属高等学校を中心に広がる弥生時代後期から古

墳時代初頭の遺跡として知られる。

昭和 15年近畿大学 (当 時は日本大学大阪専門学院)構内のグラウンド整備

工事に際して多くの遺物が発見され、大阪府教育委員会 (以下府教委)と京都

大学文学部考古学研究室によって調査が行われたことにより周知されるように

なった。

このときの調査地点であつた、構内南東隅の南北 2つ の池については、北

方を小若江北遺跡 (以下北遺跡)、 南方を小若江南遺跡 (以下南遺跡)と命名

された。両遺跡からは、ともに弥生土器のほか、土師器・須恵器等の遺物が出

上した。特に古墳時代初頭の土師器について、北遺跡出上のものを「小若江

式」、南遺跡出土のものを「小若江Ⅱ式Jと して、他の遺跡出土資料との比較

資料として使用されたことから、学史的にも周知されるようになった。

過去近畿大学が数回の発掘調査を行っているが、中でも5次調査では、中

～近世の遺構・遺物を検出し、弥生時代から中～近世にいたる、複合遺跡であ

ることがわかった。

東大阪市では昭和 62年に調査を行って以来 2回 目の調査となる。

今回の調査地点は遺跡範囲の西端部にあたり、近鉄大阪線長瀬駅から東に

約600m、 近畿大学からは正門より西に150mに位置し、地籍では小若江町 2

丁目167番地 28にあたる。
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図 2小若江遺跡位置図
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図3 試掘調査データ

遺構面のライン以外は、調査に際 して使用されたものを出

力しており、一切の加筆修正は行っていない。

匡□調査範囲

地形的に見ると、調査地点は標高5mにあり、

西 700mに は現在の長瀬川 (以下長瀬川)が蛇

行して北流する。長瀬川から中央環状線付近に

は、南から佐堂・美園・友井東・山賀遺跡が、ま

た遺跡の北東には上小阪 。若江北・巨摩廃寺・

瓜生堂・若江遺跡など大規模な遺跡が分布す

る。以前拙著 (1)に おいてそのほとんどが、長瀬

川を含めた旧大和川の分流路が埋没・形成した

高まりの上に発達した謂5ヌヨ蛯 ることを航空写

真などから判読した。

近畿大学の調査や今回の調査においても、河

川堆積物である厚い砂層の堆積が確認されてい

ることからも、小若江遺跡の地形形成におい

て、旧大和川の分流路の活動が起因した遺跡で

あることがわかる。

(1)池崎智詞「2美園遺跡の周辺環境」『共同

住宅建設工事に伴う美園遺跡第 1次発掘調査報

告』2001 財団法人東大阪市文化財協会

H。 調 査 の方 法

平成 10年度に東大阪市教育委員会文化財課

(以下市教委)の行った試掘調査委によって、現

地表面下 0。25m以下の部分より1面の遺構面と

2つの遺物包含層が確認された。 (図 8参照)

原因者との協議の結果、建設予定地内で建物

(学生寮)建設で破壊される部分277.9m2に つい

て、発掘調査を行うことになった。

盛り上部分である現地表面から0.25mま では

重機による掘削を行い、以下 1.05mま でについ

て人力による掘削を行った。

トレンチは便宜上大きく「北部」と「南部」に

分けており、北東部分の張 り出しを 「張 り出し

音呂」と田子ぶ。 (図 4参照)

HI.層序

今回の調査地内での層序は以下の通りである。

1.盛 り上

2.10YR3/2黒褐色粗砂混粘質シル ト (近世以

降の耕作土)

3.10YR4/4褐 色砂質シル ト (荒砂混じる)第
1面ベースおよび第 2面直上の包含層

4.10YR5/3に ぶい黄褐色砂質シル ト 第2面

ベースおよび第 3面直上の包含層

5,7.5YR4/1褐 灰色シル ト混細砂 第 3面
ベースおよび第 4面直上の包含層
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1 10YR3/2黒 褐色粗砂混砂質シル ト (近世以降耕作土)

2 10YR4/4褐色砂質シル ト (荒砂混じる)

3 10YR5/3にぶい黄褐色砂質シル ト

47.5YR4/1褐灰色シル ト混細砂

5 10YR3/3暗褐色粗砂混中粒砂

65Y5/1灰色シル ト質細砂
7 10YR4/3にぶい黄褐色シル ト質粗砂混中粒砂

32.5Y6/2灰黄色砂質シルト

9 10YR5/4にぷい黄褐色粗砂混砂質シル ト (鉄分入る)

107.5YR4/3褐色中粒砂混シル ト (鉄・マンガン入る)

112.5Y5/1黄灰色シル ト (細砂混、鉄分入る)

122.5Y6/1黄灰色砂混粘質シル ト (粘土ブロック、鉄分・マンガン多く入る)

13 10YR6/2灰黄褐色シル ト質綱砂 (鉄分多い。2層 )

14 10YR5/3にぶい黄褐色砂質ンル ト (レキ入る、鉄分多い)

152.5Y6/1黄褐色シル ト (鉄分多い)

165Y5/1灰色シル ト質粘土 (荒砂混、鉄分多い)

図 5 トレンチ北壁断面図

-37,830m

⑦ ③

172.5Y4/2暗灰黄色中粒砂混細砂 (5層 )

18 10YR3/1黒褐色砂質シル ト (2層 )

197.5YR3/2黒褐色シル ト質細砂 (13層 )

20 10YR4/3にぶい黄褐色砂混シル ト

212.5Y5/1黄灰色砂質シル ト (16層 )

222.5Y3/1 黒褐色率田
'ン

ト(10層 )

23¶ OYR3/3暗褐色シル ト質中粒砂 (溝303埋土)

23■ 1 0YR4/3に ぶい黄褐色ンル ト質細砂

23士■ 1 0YR3/3暗褐色シル ト質粗砂混中粒砂

24 10YR3/2黒褐色ンル ト質中粒砂 (粘土プロック入る)

252.5Y4/1黄灰色シル ト混中粒砂 (粗砂入る)

26 10YR3/4暗褐色粗砂混細砂 (シル トプロック入る)

27 10YR4/2灰黄褐色ンル ト混粗砂混中粒砂

28 10YR3/2黒褐色砂シル ト (粘土ブロック入る)

29 10YR4/2灰黄褐色砂質シル ト

302.5Y4/1黄灰色シル ト混中粒砂 (粗砂混)

312.5Y5/2暗灰黄色ンル ト (鉄分入る)

322.5Y5/3黄 1日色砂質シリレト

332.5Y5/3黄褐色砂混シル ト

342.5Y4/2暗灰黄色シル ト質砂 (粗砂混)

35 10YR4/3にぶい黄褐色ンル ト

Y=‐ 37,840m

|

-37,335m

|

TP+
4.Om

45m

Eヨ 盛り上 匡霊ンルト質砂

臣ヨ砂混シルト
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睡国シルト
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図7 調査風景 】とから

|ざa艤  ゝ ェ ビ

図6 】ヒ壁断面 南西から

図8 第 1面東半遺構検出状況

耳とから

図9 第 1面遺構検出状況全景

ゴとから

6.10YR3/3暗褐色粗砂～中粒砂

第 4面ベース

7.5GY3/1暗オリーブ灰色粘土

(マ ンガン混じる)

IV.遺構 と遺 物

今回の調査では、4面の遺構面と

それに伴う遺物包含層から多くの遺

物を検出した。以下に各遺構面の成

果について述べる。

IV。 1.第 1面

盛り土の下、TP+4.2m付近でスキ

溝などの耕作痕跡のほか、多くの

ピットを検出した。

上面を削平されており、残存状態

5
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は非常に悪かった。

溝 1

溝 1は、 トレンチ北東部に位置す

る北東―南西方向の溝である。西端吉【

は削平によって消滅しており、東端

部は トレンチ外方に広がるため、本

来の規模は不明である。

検出規模は、長さ 1,7m、 幅 0,7m、

深さ 0.07m。

溝 2

溝 2は トレンチ北東部、溝 1の南

に位置する東西清である。溝 1同様、

本来の長さは不明である。検出規模

は、長さ lm、 幅 0.2m、 深さ0.09m。

溝 3

溝 3は トレンチ北東部、溝 2の 0.3m南 を並走する東西溝である。溝 1同様

本来の規模は不明である。

検出規模は、長さ 0,7m、 幅 0.2m、 深さ 0,06m。

溝 4

嵐  巣

溝 4は トレンチの北東部、溝 1の

北西に位置する東西溝の残骸であ

る。溝の東西両端は、上面の削平に

よつて消滅する。検出規模は、長さ

0.7m、 幅 0.3m、 深さ 0,02m。

ピット

ピットは、張り出し部および南部

に顕著で、北西部分にはほとんど認

められない。また検出したピットの

数は多いが、建物として組み合わせ

が明らかなものは少ない。

ピットは、遺構内の堆積土の違い

から、大きく2つ に分けることがで

きるが、その詳細な時期差を判別で

きる遺物の出土はない。

図 11 第 1面検出掘立桂建物金景

東から

スケール右上がピット8

lr, w

図 12 第 2面東半全景 北から
，

．

7
図 13 第 2面全景 北から



Y‐37,840

4031

4046

3997

4611

Y-37,835

4110

∝
Ｘ

4078

4080

4100 4082

0

Y‐371830

4104

O
11

41

928 3928

4034

>

4031

4028

ち み 1

X‐ 150,045

X‐ 150,050

X‐ 150,055

X¬ 50060

° 4019

|

4019
4086

9
０５９

Ｘ

４０２５
ｘ
〔
リ

4028

⑫

0

4081
１
ヽ

Ｏ

ｘ

01

4110

V 0

4042

4096

4061

4020

4071

〓ヽ

ヽヽr

3973

4006

図 14 第 2面遺構平面図 8



図 15 落ち込み 1検出状況

北から スケールは2m

図 16 土ナ廣lol検 出状況 南から

南部で掘立柱建物 2棟を検出した。

掘立柱建物 1

ピット27・ 24・ 20・ 28・ 29で構成される建物は、南部の西半に

位置し、南北 1間 ×東西2間分を検出した。柱間は芯芯で南北 1,4m、

東西 1.8mを測る。

掘立柱建物 2

ピット1・ 8を含む建物は、南部東半に位置する。南北に3間分を

検出し、柱間は芯芯で 1.8mを測る。

東に広がると考えられるが、柱列よリトレンチ東端までは、撹乱
で削られ不明である。

掘立柱建物を構成するピットからは、ほとんど遺物が出土せず、時

期などについての詳細は不明である。ただ、建物 1と建物2では、ピッ

トの規模や方位に若干の違いが見られることから、それを時期差と

することは可能である。

この遺構面は、各遺構からほとんど遺物の出上がないことから時期
の決定が困難であるが、凡そ近代以降現代以前と考えられる。

IV。 2.第 2面
TP+4m付近で検出した遺構面である。

上面は削平を受けており、検出面が遺構の掘込み面
ではない。南端部および北西部分に遺構は認められな
い。

ピット

ピットは、概ね直径 16cm～ 30cmの不整円形を呈

する。

建物として復元できる組み合わせはない。

各ピットから器形や時期などがわかる遺物はほとん

どない。

張り出し部の北東隅で落ち込みを南部では土墳を検

出した。

.・,ォr、 |.ftrl「 : .

9

図 17 第 3面全景 北から
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図 19 落ち込み 2中央南断面

図20 落ち込み2全景

南から

図21 落ち込み 2出土遺物 土師器

落ち込み 1

落ち込み 1は、南北両端部および東側が トレンチ外

方へ広がることから、本来の規模は不明である。検出

した規模は、長さ 6.5m、 幅 1.5m、 深さ 0.2mを 呈す

る。遺物は瓦器・土師器・須恵器などの細片が出土し

た。

土噴

土墳 101は張り出し部南東端に位置する。東半分が

トレンチ外方に広がるため、本来の規模は不明である。

検出規模は、直径 1.6mの不整形で、深さは 0.27mを

呈する。遺物は染め付け・瓦器椀・土師器皿などの細

片が出土した。

この面の時期については、第 1面の下層にあること

や、ベースの堆積層に含まれる遺物の年代観から考え

ると、近世後半以降近代以前に埋没したものと考えら

れる。
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図 22 落ち込み 2出土遺物 その2
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図23 第 4面遺構平面図 12
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図 24 第 4面全景 北から

図 25 第 4面南部遺構検出状況

北から (右上 )

闇

W

惟プ

図26 井戸 301断ち割り状況

南から

図27 井戸 301出土遺物

IV.3.第 3面
TP+3,7m付 近で検出した遺構面である。

張り出し部東側には東に傾斜する落ち込みを検出した。

落ち込み 2

落ち込み 2は、南北両端部が トレンテ外方に広がることから

本来の規模は不明である。また今回の調査範囲では、遺構の東半

部が トレンチ外方に広がるため、遺構本来の形状は不明で、溝と

も考えれられるが、今回は落ち込みとした。

検出規模は、南北 12.5m、 東西 4.5m、 深さ0.35mを 呈する。

遺物は染め付け碗、唐津・瀬戸の茶碗、備前括鉢・青磁・白磁の

重や碗の他、瓦器碗、土師器皿・甕などが出土した。(図 21・ 22)

遺物の特徴を見ると近世の陶磁器とともに、11世紀後半の遺

物も多く、種類・時期ともにバリエーションが豊富である。古手
の遺物については、落ち込みを埋めて整地した際に混入したもの

と考えられる。

翻
爾

Ⅷ
祠
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Y‐37,830
X‐ 150,050

十

Y‐ 37,830

E
W

TP+33m

③

摯

③

③

癖 ■・

鶴

‐ み 二・ !

125Y4/2暗 灰黄色シル ト質粗砂
2 10YR5/3に ぶい黄褐色粗砂混中粒砂
325Y3/1黒褐色シル ト質粘土
42.5Y4/1黄灰色砂混粘土
5 10YR6/3に ぶい黄橙色レキ混粗砂
675Y4/1灰色シル ト質粘土
7 10GY5/」 緑灰色細砂 (ウ ンモ入る)

8 10GY4/1暗 緑灰色粘土
9 10BG5/1青 灰色荒砂混粗砂

図28 井戸 301平・断面実測図

|二 義 生 ´

③

③

③

:攀 .,―

tⅢⅢ
tギ 1募

図 29 井戸 302断ち割り状況

東から

,■1‐
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X‐ 150,045

X‐ 150,045

TP+3,3m

1刊 OYR3/3賠褐色砂質シル ト
22.5YR3/1黒掲色シル ト質中粒砂
35Y2/5灰オリーブ色粗砂混細砂
4刊 OYR4/4褐色細砂 (鉄分多い)

5 10YR5/4に ぶい黄褐色中粒砂
6 10YR3/3暗褐色中粒砂混粗砂
710Y4/1灰 色粘土

図 30 井戸 302平・断面図

S N

S
N

①
⑤

⑦

15
図 31 井戸 302出土遺物 土師器皿

図32 井戸 302出 土遺物 黒色土器
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IV.4.第 4面
TP+3.5m付近で検出した遺構面である。

井戸は 3基検出した。

井戸 1

井戸1は張り出し部中央部分に位置し、上部の掘方は南北 1.2m、 東西1.5m

図33 井戸302出土遺物

黒色土器 表 。裏面

図 34 井戸 303断 ち割 り状況 南から 図 35 井戸 303出土遺物 土師器皿
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図 36 溝 301出 土遺物

図 37 溝 302出土遺物

図38 溝303・ ン青304検出状況
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の精円形を呈する。下部は直径 0.5mの 円形を呈し、井戸側として曲物を使

用する。

曲物は、高さ 0,35m、 直径 0,4mで上下に帯をもつ。

検出面からの深さは 1.lmで あるが、上面が削平を受けていることから、

本来の規模は不明である。検出時に上部では井戸側の存在は認められなかっ

たが、断面による堆積土の観察からは、曲物を埋め戻した堆積土が、曲物が

存在しない上方にも続くことから、あと 1・ 2段の井戸側の存

在が考えられる。

遺物は、瓦器椀、土師器皿・羽釜などの細片が出土した。(図

27)

この井戸は出土遺物から12世紀後半以降に埋没したと考え

られる。

井戸 2

井戸 2は張り出し郡北側に位置し、東半分を試掘坑に削られ

る。上部の掘り方は、一辺約 2,3mの隅丸方形を呈する。検出

面より0.25m下の部分からは直径 0.4mの 不整円形に掘り下げ

る。

検出時には井戸側は認められなかった。

深さは、検出面より0.62mを 測るが、上面が削平されている

ことから本来の規模は不明である。

遺物は、土師器皿 (図 31)の他、日縁端部が若干欠損するも

のの、ほぼ完形の黒色土器椀が 2個体出土した (図 32・ 33)。

黒色土器は、外面を4分割のヘラミガキ 。内面は細かい暗文

を有するもので、2個イ本ともに日径 15.2cm、 器高 5.3cm。 遺物
の時期から11世紀後半以降に埋没したものと考えられる。

井戸 3

井戸 3は、トレンチ南部中央に位置し、南北 1.5m、 東西 1.3m
の精円形の掘方を呈する。深さは、検出面から1.3mを 測るが、

上面が削平されていることから、本来の規模は不明である。

検出時に丼戸側は認められなかった。井戸内の堆積土層の観

察からは、比較的短時間で埋没した様相を呈する。

遺物はほとんどなく、土師器皿細片 (図 35)が出土した。遺
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物が少なく時期の決定は困難であ るが、おおよそ 11世紀後半以降に埋没した

ものと考えられる。

溝

溝は主に南北方向の溝で、 トレンチの東西両辺で検出した。

溝 301

溝 301は、張り出し部中央に位置し、検出規模が幅 0.7m、 長さ 12.6mを

測る南北溝である。溝の南北両端i部は、トレンチ外方に広がることから、本来

の規模は不明である。ほぼ南北座 標軸にのる方位を呈する。深さは0.04m。 遺

物は弥生土器甕・製塩土器のほ乃ゝ 黒色土器椀、土師器皿が出土した (図 86)。

遺物から11世紀後半以降に埋没 したものと考えられる。

溝 302

溝 302は、張り出し部中央で溝 301の 西狽1に隣接

し、検出規模が幅 0.9m、 長 さ7.6mを測る南北溝で

ある。南端郡は井戸 301以南にヤま延びず、北端部は

トレンチ北外方に広がることか ら、本来の規模は不

明である。深さは 0.06m。 ゴヒ端音Б分では土墳 305に

削られる。ほぼ南北座標軸にのる方位を呈する。遺

物は瓦器椀・黒色土器椀・土師器 皿などが出土した

(図 37)。 遺物から12世紀後半以 降に埋没したもの

と考えられる。

挿阜303

溝 303は、トレンチの西部に位 置し、検出規模が

図 42 溝 304出土遺物 瓦器  A面

図39 溝303出土遺物

瓦器・砥石 (左上 )

図 40 溝 303出土遺物

土師器 (右上 )

図 41 溝 304出土遺物

土師器

D

おと
図43 溝 304出 土遺物 瓦器 B面
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幅 0.65m、 長さ21,4mを測る南北溝である。

溝の北端部は トレンチの外方へ広がり、南端部は撹乱で削られたことから
本来の規模は不明である。深さは 0.16m。 ほぼ南北座標軸にのる方位を呈す
る。遺物は土師器皿・甕・羽釜・杯、瓦器椀のほか、砂岩製の砥石が出土した
(図 39。 40)。 遺物から12世紀前半以降に埋没したものと考えられる。

滞子304

溝 304は トレンチの西部、溝 303の西に隣接し、検出規模が幅 0.79m、 長
さ 24.3mを測る南北溝である。溝の南端部は トレンチ
の外方に広がり、北端部は撹乱で削られたことから本来
の規模は不明である。深さは0.15m。 ほぼ南北座標軸に
のる方位を呈する。遺物は瓦器椀、土師器、須恵器など

が出土した (図 41～ 43)。 出土遺物の特徴から12世紀

後半以降に埋没したと考えられる。

清305

溝305は トレンテ中央北端部分に位置し、北から南西
に偏平な 「J字」形を呈する溝である。北端部は トレン

チの外方へ広が り、西端部は溝 303に切 られることか
ら、本来の規模は不明である。検出規模は、長さ4.7m、

幅 1.2mを 測る。深さは 0.15m。 遺物は黒色土器椀、須
恵器、土師器などが出土した。

図44 ピット312出土遺物

図 45 トレンチ北部

最終断ち割り断面 南から

溝 303に切られることや遺物の時期から、11世紀後半以降 12世紀前半の
間に埋没したものと考えられる。

土墳

土墳 1

土墳 1は トレンチ北部西より、溝 305の南肩を若千削る位置にある。南北
0.6m、 東西 0,9mの精円形を呈し、深さは 0,28m。

遺物は黒色土器椀、土師器皿、須恵器などが出土した。遺物から、11世紀
後半以降に埋没したものと考えられる。

土墳 2

土墳 2は張り出し部中央西よりに位置する。直径 lmの不整円形を呈する。

鶴
(‐ i‐ i

甲

図46 第 4面下層の砂層出土遺物

‰



遺物の出土はない。

土墳 3

土墳 3は トレンテ北部西よりで土墳 301の南に隣接する。南北 0.8m、 東西

0.5mの 精円形を呈し、深さは 0。 1lm。 遺物は黒色土器椀、土師器などが出土

した。遺物から11世紀後半以降に埋没したものと考えられる。

ピット

ピットは張り出し部にはほとんど見られず、北部・南部に顕著である。数

は比較的多く検出したが、建物に復元できるものはない。

また、ほかの遺構との切 り合い関係などから、複数の時期のピットが存在

するが、遺構内からの出土遺物が少なく、ピット間の時期差の詳細は不明であ

る。

V。 ま とめ

調査全体を通して、近畿大学の調査などで明らかにされている古墳時代初

頭の遺物は、包含層や遺構内から他の時期の遺物と混在して出土しているにす

ぎない。また最終確認の断ち割 りで、第 4面の下層にある砂層から弥生土器

甕、土師器皿・甕・鉢、須恵器イ身・甕などの遺物 (図 46)を検出したこと

から、平安時代以前の遺構の西への広がりは示唆されるが、今回の調査では当

該期の遺構を面として捉えることができず、遺跡範囲の西へ広がりについて確

認できたとは言えない。しかし、平安時代から近世にかけての遺構 。遺物が多

く出土したことにより、平安時代以降には調査地以西の部分を含む大きな範囲

で集落が発達していたことが明らかになった。特に平安時代後半から鎌倉時代

前半の遺構のあり方は、近接した場所に居住域の存在を示唆しており、周辺の

調査成果の増加が待たれる。

同時に、中世以降近世にかけて、整地を含めた大規模な土地の改変が行わ

れたことが明らかになったことか ら、中世以降の土地利用のあり方について

も、検討材料の一つとして提供できたのではないかと思う。

今回の調査では、これまで不明な点が多かつた古墳時代以降 (特 に平安時

代以降)について、遺構 。遺物を確認し、周知されている時期以外にも人々の

活動が盛んであつたことが明らかになった。しかし小若江遺跡の性格について

は不明な点が多い。また従来から知 られているはずの古墳時代初頭の時期につ

いても、西への広がりや集落本体の場所 (居住域)や生産域・墓域など、明ら

かにしなければならない点は多い。

小若江遺跡の性格を解明するにはさらなる調査成果の増加とともに、周辺

遺跡との関連を含めた広い視野のもとでの検討が必要であろうと思われる。
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